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「第2のふるさとづくり」とは、

「何度も地域に通う旅、帰る旅」という

地域とのつながりに着目した、

国内旅行の新しいスタイルの

普及・定着を図る観光庁のプロジェクトです。

本誌はモデル実証事業を通じて得た

ノウハウの一部をまとめたナレッジ集です。

地域の皆さんが「第2のふるさとづくり」に

取り組むきっかけ・ヒントになれば幸いです。

第2のふるさとづくりプロジェクトとは04.
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第2のふるさとづくりプロジェクトとは

旅行客（お客様）ではなく
仲間になる旅

地域での
役割を見つけられる旅

消費型ではない
学びを得る旅

「おかえり」「ただいま」と
言える旅

暮らしを豊かにする
日常体験ができる旅

企業研修の中で地域の人とも
ふれ合える旅

地域とのつながりに着目した新たな旅のスタイルづくりを目指すプロジェクト

「何度も地域に通う旅、帰る旅」という旅のスタイルの推進や、関係人口の拡大を推進し定着させることで、国内観光の新しい

需要を掘り起こし、地域経済の活性化につなげることを目的としたプロジェクト。令和4年度よりモデル実証事業をスタート。

令和3年1 0月に本プロジェクトに関する有識者会議を設置し、取組の方向性等を整理した上で、令和4年度より先進事例の創出に向けて、実証事業を実施
（P 0 8モデル実証事業採択地域一覧 参照） 。

再来訪を生み出すための循環型サイクル

旅アト（来訪後）

継続的に関係を構築する

仕組みづくり
SNSを活用したコミュニティ／

WEBサイトによる地域の情報配信
／旅アト交流会　など

地域を知ってもらうための

情報配信
旅マエサロン／オンラインセミナー
／SNSやWEBを活用した情報配信
など

旅ナカ（来訪中）

交流を生み出すための

受入環境
お手伝い型モニターツアー／
つながりを生む交流の場づくり
／コンシェルジュの活用　など

体制づくり 地域が目指すコミュニティイメージの共有と合意形成
地域課題の把握、ターゲット設定、宿・交通・交流の場の整備 など

旅マエ（来訪前）
cycle.03

cycle.02
cycle.01

第2のふるさとづくりプロジェクトモデル実証事業の取組

P O I N T . 3

本事業が目指す地域資源を活用した新たな仕掛けづくりや地域活性化、再来訪による交流・関係人口の拡大のために、

旅マエ・旅ナカ・旅アトの3つの観点で切れ目のない取組をしています。

・観光ではない「帰省・知人訪問」「出張・業務」の国内旅行

需要を増やす

・訪日旅行需要に比べ、国内旅行市場は横ばい傾向が長らく

継続

・「観光・レクリエーション」目的以外の需要も含め、新た

な交流市場の創出に取り組む必要がある

新たな国内旅行需要へ
フォーカス

・地域資源に触れ、地域との関係性や参画が段階的に深まる

ことで、自発的な来訪高頻度化や滞在長期化等を誘発する

可能性がある

・関係人口や多地域居住・二地域居住・移住層へ緩やかに

移行する可能性がある

第2のふるさとづくりによる
関係人口化の可能性

P O I N T . 2P O I N T . 1

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」（ 20 23年） ※坂倉杏介、保井俊之、白坂成功、前野隆司「『共同行為における自己実現
の段階モデル』による『地域の居場所』の来場者の行動分析：東京都港区
「芝の家」を事例に」（ 201 2 ）を参考に観光庁作成

『帰省・知人』『訪問出張・業務』による
旅行需要は少なくない

観光客が関係人口や多地域居住・二地域居住・移住層に

緩やかに移行するプロセス （仮説）

根源的
共同性

場の
共同性

自覚された
共同性

目的を持った
共同性

生存／
安全

愛／
帰属

承認

自己表現

観光

ロイヤル
カスタマー

関係人口

二拠点・
多地域
居住人口

来訪の高頻度化・長期化

来訪の高頻度化・長期化

地域での個人消費額増

地域での個人消費額増

観光・
レクリエーション

60%

出張・業務
15%

帰省・知人訪問
24%

〈国内宿泊旅行〉「旅行目的」の内訳 （2023年）

継続的かつ多頻度での再来訪率の向上のために
旅マエ・旅ナカ・旅アトの切れ目のない循環型サイクルに加え、3年目となる令和6年度は、継続的かつ多頻度での再来

訪促進を目的に加えました。モデル実証事業地域から得たナレッジを、3つのポイントを踏まえ紹介します。

P O I N T . 4

これまでの旅とは異なる新たな旅

・ターゲットニーズに合わせ

たプログラムづくり

・多頻度来訪事例の更なる磨

き上げ

・交流の場づくりの強化

再来訪しやすくなる

プランや場づくり

つくる1

・集客・PR・販売方法

・アンケートやヒアリングに

よるニーズ調査

・再来訪機運醸成・つながり

を途絶えさせないための旅

ナカコミュニケーション

相互理解を深める

コミュニケーション

つたえる2

・旅アトのプログラムの充実

・自発的な再来訪を促す仕掛

け

・再来訪機運醸成・つながり

を途絶えさせないための旅

アトコミュニケーション

関係深化のための

旅アトプログラム

つながる3

04 05



リピーターづくりには、会いた
い人がいる、何度も食べたい美
味しいものがある、行けば行く
ほど自分の能力が上がるアク
ティビティがある、などが有効
とされています。これらに加え
て、旅の魅力の3分類も踏まえ
ておくと良いと思います。旅行
目的となるほどの大きな魅力、
そこまでではないが行った先で
ついでに楽しむ魅力（旅程を埋
める魅力）、そして、行ってみて
初めてわかる魅力です。実は、
この3つ目がとても大事。
　行ってみて初めてわかる魅力
を、地域が上手に配置しておく
と、旅行者はあたかも自分自身
が発見したように思いますね。
それは、自分が見つけた素敵な
魅力なわけですから、地域に一
歩深く入れた気分になりますし、
この魅力を誰かに伝えたくなり

「大事な人に会いにいく」

そんな新しい旅のカタチ

　旅行目的には、自分が自由に
なる時間（余暇）を使って行う
観光旅行、ビジネス目的の旅行、
そして、VFRという友人・知人
や親族を訪問する旅行がありま
す。3つ目のVFR旅行は、日本で
はあまり意識されることがない
のですが、世界的には盛んでと
ても大事です。第２のふるさと
づくりプロジェクトは、我が国
のVFR市場の拡大を目指す、画
期的な取組なのです。
　VFR旅行の目的地は、友人・
知人や親族が暮らす土地。そこ
は、必ずしも有名観光地ではな
く、全国各地にある普通の地域
です。そこで、自分の大事な人
々の無事を確認し、一緒の時間
を過ごして絆を深めます。こう

ます。何度行っても、そうした
魅力を少しずつ発見できると、
その地域を大切に思う気持ちが
どんどん育まれて行くでしょう。
本プロジェクトを通して、地域
の魅力の発信方法や来訪者との
交流の仕方が、繰り返し訪れる
旅行者づくり仕様にデザインさ
れることを期待します。

「お客様」という

捉え方からの脱皮

　第２のふるさとづくりプロジェ
クトでは、地域と来訪者の関係
性づくりのモデル実証を進めて
います。これまでの観光客の受
け入れとは異なる、「人と人との
関わり方や距離感」を工夫して
いくことがポイントだと考えて
います。このためには、まず、来
訪者を「お客様」と捉える習慣
から脱皮して、友人がたまたま
帰ってきたというような、お互い
が楽に続けられる関係や距離感
をつくっていく。そこにはコー
ディネーターや、おもてなしを
しすぎない地域側のさじ加減が
重要になってきますね。
　「お客様は神様」ではありませ
ん。このプロジェクトでは来訪
者と地域は対等です。来訪者の
側からすると、地域の人々から

「お帰り！」と言ってもらえて、

した訪問は将来にわたって続い
ていくのです。

数よりも関係性づくりが

大切なVFR市場

　地域にとってVFR旅行が大事
な理由はさまざまですが、その
一つが、災害復興の原動力にな
ることです。地域に災害等が発
生してしまった後、最初に戻っ
てきてくれるのが地域に縁のあ
る人々、すなわち、その地域に住
まう大事な人に会いに来る旅行
者です。その来訪が、被災地域
の人たちにどれだけ勇気を与え
るか。それは計り知れないです。
私自身、熊本地震後に駆けつけ
た先の方々にとても歓迎された
経験があります。地域には、多様
なVFR旅行の効果・効能を発見
し、開発してほしいと思います。

滞在中に自分がすることがある、
この地域での役割がある、と実
感できると最高ですね。
　こうした関係性に加えて、そ
こに行かなければ体験できない
自然や文化、暮らしに触れるこ
とができれば、来訪者はその場
所を自分にとっての特別だと感
じるでしょう。

―どのようなコミュニケーション

が大切になりますか？

　「こんにちは」「お帰りなさい」
「次はいつ会えるの？」というカ
ジュアルなやりとりや、地元の
素朴なあたたかい言葉でつな
がっていけるといいですよね。
地域が発信する情報も、日常の
話や地元ネタのほうが、常連と
して認められている、コミュニ
ティの一員だ、という感覚が生
まれると思います。実際、来訪者
と継続した関係性をつくってい
る地域では、ありのままの普段
着姿で来訪者を受け入れ、来訪
者は自然と地域に心を開いてい

　第２のふるさとづくりプロ
ジェクトでは、地域の人々の中
に友人・知人を見つけ、その地
域を自分のふるさとのように大
事にしてくれる旅行者を増やそ
うとしています。いわゆる、関係
人口の創出・拡大ですね。国内
ではまだまだチャレンジングな
取組ですから、人数を追うより
も、地域と良い関係性を築くこ
とができる来訪者を少しずつで
も丁寧に増やすことが大切だと
考えています。

―繰り返しの来訪につなげるた

めに重要なことは？

　これは本当に難しいところで
すよね。来訪者にとっては、お
そらく初回訪問と2回目の訪問
の間が一番重要かと思います。 
2回行ったら3回、4回とリピー
トする可能性が増えますよね。

ます。
　関係性づくりに「モノ」を活用
するのも一考に値します。お土
産物、地域の名産品等で、来訪
者の身近に置いておけるモノが
良いでしょう。日常生活の中で、
ふとしたときに見たり触れたり
すると地域のことを思い出しま
す。モノは、地域での経験の記
憶を蘇らせ、いつ行こうかと次
の旅へとつなげてくれると思い
ます。

第2のふるさとを持つことが

人生の豊かさにつながる

―来訪者と地域にとってどんな

メリットがありますか？

　そもそも旅は人生を豊かにす
るもの。第２のふるさとを持つこ
とは、その人の生きやすさと人
生の豊かさにつながると思って
います。将来が不確実でストレ
スの多い社会では、自分の生ま
れた町と働く場所以外に、気軽
に行ける第３の場所が必要です。

3年目を迎えたVFR市場※の開拓を目指す
チャレンジングな取組

「何度も地域に通う旅、帰る旅」というスタイルの推進・定着を通じて地域活性化
を目指す「第２のふるさとづくりプロジェクト」。令和3年より立ち上がり、令和6
年度で3年目を迎えます。同プロジェクトで座長を務める東京女子大学教授 矢ケ
崎紀子先生に、改めてプロジェクトの意義や多頻度来訪のための仕掛け作りのヒ
ントなどを伺いました。

住友銀行、日本総合研究所上席主任研究員を経て、
観光庁参事官（観光経済担当）（2008年10月〜11年3
月、官民人事交流）。観光統計の整備、観光白書、休
暇改革等の観光需要平準化などを担当。首都大学東
京（現・東京都立大学）都市環境学部特任准教授、東
洋大学国際観光学部教授を経て、2019年4月から現
職。国土交通省交通政策審議会委員（2013-23年）・
観光分科会長（2019-23年）。

東京女子大学 現代教養学部 
教授。第2のふるさとづくりプ
ロジェクト座長

矢ケ崎紀子

地域の日常や、地域と来訪者の距離感が大事

第2のふるさとを持つことは生きやすさ、人生の豊かさにつながる

数を増やすより大切な関係性づくり

関係人口創出は旅の目的の多様化につながる

Point.

有識者インタビュー 　何十年も前ですが、ある市長
さんから、「生まれ育った場所と
働く場所だけだと、しがらみが
多すぎて息が詰まるから、市民
の皆さんには、のびのびと呼吸
できる第3の場所を持ってほし
い」とビジョンを語って頂いた
ことがありました。自力で見つ
けるのもよし、第3の場所を目指
している地域の提案に乗ってみ
るのもよし。第3の場所は複数
あってもいいですね。
　このプロジェクトを進めてい
くと、地域の側では、これまで
の観光振興とは異なる担い手を
発掘できることになります。第
一次産業の方々も、観光ビジネ
スとは直接接点のない地域の人
々も、関係性を求めてやってく
る来訪者の受け入れを担えるの
です。やり方は多様です。
　このナレッジ集をきっかけに、
本プロジェクトが目指すことを
イメージして頂き、関係人口創
出のための事例を参考にして、
ぜひ、実践してみてください。

※VFR：Visit Friends and Relativesの略称。友人や親族を訪問する旅行
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先駆者や大学教授から「地

方での起業」を学ぶことで、

移住課題である収益確保の

術を身に着ける観光プログラ

ム〜複数来訪をきっかけに

“自分が暮らす、我が上川町”

を創り出す〜

［ 北海道上川郡上川町 ］

Map.01

信達地方の蚕の糸が結ぶ

文化と人〜シルクロードが

導く再来訪の仕組みづくり

〜

［ 福島県福島市ほか ］

Map.03

人をつなぎ未来を創造する

「トーヤの森」プロジェクト

［ 北海道虻田郡洞爺湖町 ］

Map.02

濃度・深度にマッチした再

来訪への仕組みづくりの

深化を目指す琴平町観光

マーケティング実証事業

［ 香川県仲多度郡琴平町 ］

Map.11

来訪者が地域とつながり

続ける持続可能な仕組み

づくり事業 〜サステナブル

シティを第2のふるさとに〜

［ 愛媛県大洲市 ］

Map.12

新温泉町のファンが、次な

るファンを創出していくた

めの「新温泉町ローカルク

エストvol.2」

［ 兵庫県美方郡新温泉町 ］

Map.10

年間300日以上祭りを開

催！ 地域の象徴「祭り」を

ハブにコミュニティをつな

ぐプロジェクト

［ 埼玉県秩父市 ］

Map.05

「地域に何度も通う旅・帰

る旅」で地域を自分ごと化

する関係 “行動” 人口創出

プログラム in 雪国観光圏

［ 新潟県南魚沼市ほか ］

Map.06

山でつながる山旅サポー

ター通い旅

［ 福島県二本松市 ］

Map.04

つくる人をつくる in 「井波

彫刻塾」―伝統と革新が混

ざり合うまち井波で、“マス

ター” との出会いを通じた

ファンづくり事業

［ 富山県南砺市 ］

Map.07

山と里とともに生きる奥金

勝（おくこんぜ）「ファザー

フォレストライフ」構築実

証事業

［ 滋賀県栗東市 ］

Map.09

「自然再生で村おこし」共

に学び育てる生坂村リジェ

ネラティブ・ツーリズム

［ 長野県東筑摩郡生坂村 ］

Map.08

令和 6 年度モデル実証事業
採択地域一覧
令和4年度は地域との関わりの創出、滞在環境やアシの確保などに対して

のモデル実証事業（19地域）を、令和5年度は来訪のたびに新たな体験が

できるかや、来訪後にどれだけ地域と接点を持てるか等の関心の継続性に

着目したモデル実証事業（18地域）を実施しました。令和6年度は、継続

的かつ多頻度での来訪を通じた交流人口及び関係人口の拡大や地域活性

化につなげるモデル実証事業（12地域）を行いました。

北海道川上郡弟子屈町／福島県福島

市ほか／福島県耶麻郡磐梯町／福島県

双葉郡葛尾村／栃木県那須郡那須町

／埼玉県秩父市ほか／埼玉県比企郡小

川町／神奈川県足柄上郡大井町／新

潟県佐渡市／新潟県南魚沼市ほか／富

山県、福井県、鳥取県／長野県小県郡

長和町／岐阜県下呂市／滋賀県栗東市

／京都府京都市右京区／京都府南丹

市美山町／兵庫県丹波篠山市／兵庫県

美方郡新温泉町／奈良県吉野郡吉野

町／鳥取県鳥取市ほか／島根県松江市

ほか／島根県邑智郡邑南町／島根県江

津市ほか／山口県下関市／香川県仲多

度郡琴平町／香川県三豊市／愛媛県

西条市ほか／福岡県朝倉郡東峰村／熊

本県阿蘇郡南阿蘇村／沖縄県国頭郡

国頭村ほか

令和4・5年度モデル実証事業採択
地域

P.24P.18 P.16 P.12

P.22 P.10 P.14

P.20 P.23

P.22P.24P.23
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濃度・深度にマッチした再来
訪への仕組みづくりの深化を
目指す琴平町観光マーケティ
ング実証事業

香川県琴平町／
株式会社地方創生

information.

　ほかにも「関西電力CQプロ
ジェクトと連携した企業向けプ
ログラム」（Pickup01）のほか、

「イマーシブシアターをつくる
プログラム」「町の屋台イベント
をつくるプログラム」なども造
成。クリエイティブリトリート
がコンセプトのホステルCabin(
HAKOBUNEビ ル)で の 滞 在 を
ベースとした、いわゆるアー
ティスト・イン・レジデンス的
な要素を取り入れた新しい取組
も行った。

何回来てもOKのサブスク

交通パスが再来訪の鍵　

「一生に何度でも

訪れたくなる町、琴平」へ

　金刀比羅宮や温泉街などの観
光資源があり、全国的にも有数
の観光地である琴平町。近年で
は「アート」「クリエイター」「音
楽」を共通項に20～30代の若い
移住者が店舗を開業するなど、

「こんぴら参りの趣とともに新
たな魅力を創出」というビジョ
ンのもと、関係人口創出拠点と
して様々なコワーキングや宿泊
施設等が整備され始めている。
従来の金刀比羅宮の参拝客頼み
だけでは域内回遊性とリピート
率が低いという地域課題の解消
と、これからのフロー型からス
トック型への新しい観光（琴平
モデル）の定着、関係人口の輪
を広げるため、昨年度より本プ
ロジェクトに参加している。

地域運営に携わる

複数のプログラム

　2年目となる今年度は、「来訪
者が地域での役割を創出するこ
とで多頻度来訪につながるので
はないか」​という仮説のもと、
来訪者が「地域の一員」として
町への貢献・役割を生み出すプ
ログラムを4パターン造成。昨
年度にも行った「学生向けイン
ターンプログラム」は、より一
層関係深化、多頻度来訪につな
げるため、滞在中に対価を得る
だけではない地域貢献・交流機
会としての仕事やお手伝いを用
意。​

再
来
訪
の
鍵
は
サ
ブ
ス
ク
交
通
パ
ス

﹁
地
域
の
一
員
﹂
と
し
て
貢
献
す
る
こ
と
で
︑

小
さ
な
観
光
大
使
創
出
へ

　再来訪のハードルとして上が
りやすい交通課題を解消すべく、
同事業では、地域事業者である
琴平バスとの連携により「高速
バス」＋「地域共有交通」＋「コ
ワーキングスペース使い放題」
の年間パスを販売。内容は大阪
と琴平間の往復高速バス、地域
共有交通「琴平mobi」、「コトリ 
コワーキング＆ホステル琴平」
のコワーキングスペースの3つ
が使い放題という内容で、金額
は22,500円（税込）。また、「学
生向けインターンプログラム」
では町内の仕事やお手伝いの受
け入れの実施をする際、長期滞
在者の宿泊課題を軽減すべく、
SNS発信のお手伝いや清掃など
をセットにした宿泊の割引サー
ビスも実施。期間中1割引プラ
ンを活用した学生は延べ7名お
り、学生からも「年間パスを
持っているから、何度でも来れ
るし来やすい」という声が多数
上がった。（Pickup02）

「地域の一員」としての

貢献が小さな観光大使に

　学生インターンたちは、いわ
ゆる観光としての消費型の旅で
はなく、期間内に琴平町内のい
くつかの店舗で補助作業や接客
などの仕事やお手伝いに参加地
域での役割を持つことができた。
各プログラムの参加者は6〜10
人程度だが、すでに何度も来訪
している学生は、初来訪の学生
に対し、今まで地域側の人に教
わった琴平の魅力をまるで自分
ごとのように話し、町を案内し
ているという。
　12月末に行われたアウトプッ
トの会では「小さな観光大使に
なれた」という声や「お手伝い
をした商店のお子さんの成長を
見守り、感じられることが嬉し
い」という声も。地域側として
も、地域の魅力を自分ごととし
て誰かに伝えるという若い世代
の発信力に感銘を受けたという。
　 旅アトにもLINEオープン
チャットでの相互発信を行い、
都度お手伝い募集を送ることで、
継続的な関係深化につながった。

施設内のアトリエでDIYやイベント制作を行

うとともに、併設されたカフェでは小規模な

懇親会やトークイベントなど、より地域との

関係を深める場としても活用。

「HAKOBUNEビル」を交流拠点と
して活用

つ
く
る

1

町の事業者が募集するお手伝いの情報

を旅マエに発信。どんな方に会えるか

「人」の魅力を伝え、現地での交流への

期待感を高めた。

地域のお手伝い情報の
発信

つ
た
え
る

2

昨年度から続いてLINEオープンチャットを活

用。参加者が来町報告するなど、定期的な接

点を持つことができ、地域の方と来訪者がフ

ラットに交流するツールとして活用されている。

LINEオープンチャットでの
相互発信

つ
な
が
る

3

香川県琴平町 「地域の一員」となるプログラムCase.01

Pick up.02
SNS発信の手伝いをセットにした宿泊割引サービス

長期滞在における宿泊費を軽減する仕組みづくりを、今年度は「コトリコ
ワーキング＆ホステル琴平」にて実施。

Pick up.01
世界に轟く
持続可能な町を
つくる関西電力CQ
プロジェクト

「関西電力CQプロジェクト」と
連携し、「脱炭素」をテーマに掲
げつつ、琴平町を舞台に廃校活
用やサステナブルなまちづくり
への具体的なアクションプラン
を策定。

［ 香川県琴平町 ］

第2のふるさとづくりプロジェクト
ナレッジポイント
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より技術習得の機会を得たいと
いう潜在的なニーズがあること
がわかった。これらは、次年度
以降の自走化、更には井波彫刻
の産地としての今後の取組にも
活かすことができると考えられ、
本プロジェクト遂行にあたって
も有意義な発見となった。
　また、参加希望者との事前面
談を行い、参加者と地域の提供

彫刻に触れ、人と出会い、

学ぶ半年

　富山県南砺市にある井波は、
約8,000人の住民のうち、約200
人が彫刻に携わっており、町を
歩けば多くの個性的な木彫刻作
品を目にすることができ、彫刻
師の町として日本遺産にも登録
されている。また、移住して起
業する人も多く、伝統と革新が
交わる町としても知られている。
　本事業ではつくる人をつくる 
in 「井波彫刻塾」と題し、令和5
年から井波彫刻協同組合が主催
する「井波彫刻塾」体験を入り
口に、来訪者はニーズに合わせ
た異なるプログラムに参加。全
5回の行程の中で、井波の歴史
文化、なりわい、まちづくり等
を学ぶとともに、地域プレイ
ヤー（＝マスター）との交流を通
して、再来訪のたびに、井波と
の関係性を深められるプログラ
ムを造成。
　本プロジェクトを推進するの
は一般社団法人ジソウラボ。「つ
くる人をつくる」をミッション
に、地域から活躍する人材の輩

出を目指して、若い起業家の移
住と開業支援を行っている。メ
ンバーの中には令和4年度の井
波を舞台とした同プロジェクト
への参加がきっかけとなり、地
域づくりの担い手になった方も
いるという。（Pickup01）

応募フォームのアンケートで

ニーズを調査

　応募方法をオンラインで一元
化し、応募フォーム内に井波を
知ったきっかけ等の項目を設問
として入れ、参加者ニーズを調
査。応募者の多くが井波彫刻に
深い関心を寄せており、かねて

Pick up.01
「つくる人をつくる」ジソウラボ

メンバーのほとんどがUターン者で、建築家やエンジニア、石屋、IT起業家な
ど、異業種のメンバーで運営している有志によるまちづくり団体。

するコンテンツがマッチしてい
るか等、プログラム内容の精査
を行った。旅ナカでも、来訪者
へのヒアリングを実施し、参加
者の希望や期待に沿ったプログ
ラムとなっているかの見直しを
随時行った（Pickup02）。
　一例としては、毎回日曜に3
時間のみ開講していた「彫刻
塾」以外の時間も作業がしたい
というニーズに応えて、3回目
のプログラムから、永田社寺彫
刻さん協力のもとで土曜も作業
と指導の時間を持てるようにプ
ログラムを調整。結果、28名が
来訪、20名以上が再来訪し、12
月の修了式では、来訪者2名が
それぞれが友人を連れてくると
いういわば、関係人口が人を呼
び込む形が芽生えたと言える。
また参加学生1名が次年度、関
連団体へインターンとして参加
することが決まったという。

LINEWORKSやサイト、

記念品贈呈などの工夫

　来訪の前後において地域との

関係性の継続・深化を図るため
の取組として、LINE WORKSを
活用したコミュニケーション、
Instagramでの思い出共有、来訪
者とのZoomによる振り返りなど
を積極的に実施。また、井波の
飲食店や宿泊、交通情報などに
ついて網羅したサイトも開設。
そこには、交通や宿泊等の案内
がほしいという声や、今回来訪
者へ配布した「なんと共通商品
券」が使用可能な店舗がわかり
にくいという声を反映させた。
　12月の修了式では来訪者へ
記念品として修了証書と「井波
第2町民証」、木彫の獅子頭を贈
呈。記念品は夏季コースの学生
や、体調不良や所用により当日
来ることができなかった参加者
にも郵送予定とのこと。
　プログラム中の交流はもちろ
んのこと、SNSでのコミュニ
ケーションのみならず、来訪者
にとって何が魅力で、何が課題
なのかを直接ヒアリングし臨機
応変に調整していくことで関係
性を築き上げていくことができ
た。

プログラム終了までに、自身の作品を完成さ

せる「井波彫刻コース」、彫刻に加え歴史や

文化にも触れる「DX（デラックス）コース」を

造成。

ターゲットニーズに合わせた
2つのコースを用意

つ
く
る

1

特設サイトやSNSを通じた事業PRで参加者

を募り、説明会を実施。その後も都度参加

者の声を聞き、相互理解を深めていった。

参加者との対話をしながら
互いに高め合っていく

つ
た
え
る

2

参加者自身が場づくりをしたスペースにて作品

の展示を行う最後のプログラムを実施。町民証

や獅子頭が旅の記憶をつなげ、Instagram
やLINEでも思い出共有を行った。

井波第2町民証と
木彫の獅子頭の贈呈

つ
な
が
る

3

富山県南砺市 つくる人をつくる in 「井波彫刻塾」Case.02
Pick up.02

閑乗寺公園での
焚火を囲む会

本音を語ってもらおうと設
けた会。この中で「地域と
の交流」を求める声を聞け
たことで、その後のプログ
ラムを一部変更。参加者同
志の距離も縮まり、満足度
も向上できたと考える。

つくる人をつくる in 「井波彫刻
塾」―伝統と革新が混ざり合う
まち井波で、“マスター” との出
会いを通じたファンづくり事業

富山県南砺市／
一般社団法人ジソウラボ

information.

﹁
井
波
彫
刻
塾
﹂
体
験
を
入
り
口
に
し
た

複
数
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

地
域
交
流
と
再
来
訪
を
創
出

［ 富山県南砺市 ］

第2のふるさとづくりプロジェクト
ナレッジポイント
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　また、研修という切り口で関
係人口を増加させるため、自己
拡張できるリーダーシップ研修
プログラムを造成し、「大洲博」
では同プログラムの説明会も同
時に開催した。東京では13社26
名が参加。結果、期間中に実施
した2回のモニターツアーでは、
4社の来訪につながった。（Pick

up02）

関係人口化・リピーター化

＝ファンづくりが目的

　愛媛県の西南部に位置する、
自然豊かな大洲。大洲城を中心
に、江戸時代から残る歴史的な
町並みが残され、町の中心を流
れる肱川の恵みを受けた食材が
堪能できる、そんな大洲市の観
光まちづくり戦略ビジョンの理
念は「地域の文化を未来へとつ
なぐ」。官民連携で持続可能な
観光まちづくりが推進され、サ
ステナブルシティとして国内外
から注目を集めている。
　同プロジェクトを推進するの
は、大洲で歴史的資源を活用し
た持続可能なまちづくりに取り
組んでいる一般社団法人キタ・
マネジメント。まちづくりの活
動や視察研修での来訪者は年々
増加しているが、関係人口化・
リピーター化ができていないと
いう課題があるという。

関係人口プラットフォーム

「大洲カンパニー」

　市内外の方との関係人口創出

を目的に、大洲市独自の関係人
口プラットフォーム「大洲カン
パニー」を8月より運用開始。今
まで大洲に関わってきた人たち
も、これから関わる人たちも、
プラットフォームを介してつな
がることで、地域との関わり方
を一緒に創出する狙いだ。
　この「大洲カンパニー」を周
知するために、「大洲博」を東京、
松山にて開催。（Pickup01）会場
には、洋服店オーナーや古民家
再生など地元で活躍できる事業
者が参加。大洲の暮らしや古民
家を活かしたまちづくりなどの
会話を通じて来訪者とのゆるや
かなつながりが生まれた。

関係人口化の入り口

となる企業研修開発

　2回の企業向けモニターツ
アーのフィードバックを経て、
新規メニュー「ウェルビーイン
グリーダーシップ研修」を開発
した同事業。研修では、コワー
キング施設である大洲イノベー
ションセンターでの座学や、文
化財の大洲城・如法寺での座禅
研修を実施するなど、本年度は
関係人口化の入り口としての企
業研修開発と、再来訪・関係深
化を促していくための体験プロ
グラム造成を行った。このよう
なモニターツアーを通して研修
内容と体験プログラムに関連性
を持たせると、それが再来訪を
促す動機になることがわかった。

多様でユニークな

プログラムを造成

　初来訪のハードルを下げるた
め、同プロジェクトでは、メイ
ンターゲットを企業研修で一度
来訪したことがある人、または

大洲市に移住相談や問い合わせ
をしたことがあるような「一度
でも大洲に来たことがある人た
ち」（既来訪者）に設定。既来訪
者が再来訪したくなる仕掛けづ
くりとして、「肱川部肱川あらし
課　肱川あらし撮影会」「農業部 
米づくり課　自然農法の田んぼ
で稲刈り体験」「不動産部銭湯課　

「よしの湯」の活用を考える」な
どまちづくり、食と農の体験、
撮影会など、さまざまなテーマ
のプログラムを造成。
　その数は期間内で20種類を
超える。これらの体験プログラ
ムやイベント情報のほか、地域
の生の声をオンラインコミュニ
ティ専用サービスアプリ「FAN
TS（ファンツ）」内に掲載。アプ
リ上で大洲市の方や登録者同士
が交流し、実際に大洲市を訪れ
てプログラムに参加するという
仕掛けづくりを行った。結果
161人がプログラムに参加し、
地域住民との関係深化につな
がった。

「学び」と「人との交流」を通じて大洲のファ

ン化を狙うとともに、複数来訪のきっかけを

つくるため、来訪者が興味の幅を広げられる

多様なプログラムを並行して走らせた。

多種多様なプログラムを
並行して造成

つ
く
る

1

イベントの周知のほか、地域内の滞在や周遊

に使えるクーポンなどを提供。地域内消費の

増加や、店主など地域住民との交流を促進

した。

「大洲カンパニー」の登録者に向けた
発信

「FANTS」では、地域とのつながりを感じるこ

とができるような、地元ならではの多彩な情

報を多数発信。来訪時以外でも、登録者は

大洲に愛着を感じることができた。

「FANTS」で生の声をリアルタイムで
お届け

つ
た
え
る

2

つ
な
が
る

3

愛媛県大洲市 サステナブルシティを第2のふるさとにCase.03

Pick up.01
「大洲博」でPRと
事業者交流を
同時開催

「大洲カンパニー」を周知
するため、首都圏近郊及び
愛媛県内の方を対象に、地
元で活躍されている事業者
と交流できる「大洲博」を8
月23・24日に東京、9月15
日に松山にて開催。

Pick up.02
ウェルビーイングリーダーシップ研修

大洲を舞台に、どのような環境の中でも未来を信じ、貢献できる人材を育む
企業向けプログラムを実施。

来訪者が地域とつながり続け
る持続可能な仕組みづくり事
業〜サステナブルシティを第

2のふるさとに〜

愛媛県大洲市／一般社団
法人キタ・マネジメント

information.

大
洲
フ
ァ
ン
を
増
や
す
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
シ
テ
ィ
を
舞
台
に
し
た

多
様
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
造
成

［ 愛媛県大洲市 ］

第2のふるさとづくりプロジェクト
ナレッジポイント
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　3年目となる令和6年度は、
「帰る旅 地域クリエイターズ
CAMP2024」と題し、より地域
での活動を自分ごと化していく
プロジェクトを4種類用意。こ
れらの各プロジェクトの主催者
は「帰る旅研究会」のメンバー
だという。（Pickup02）

　「帰る旅研究会」は宿泊業・
福祉業等の事業者や、行政職員
の方、地元にUIターンで戻った
方、移住・2拠点居住で働きな
がら暮らすことになった方など
が集まる有志の研究会。各自が
様々な本業を持ちながら、あり
たい旅の姿、地域の姿、実現し
たかった企画等を学び、補完し
合いながら進める部活動的な
チームだ。この「帰る旅研究会」
メンバーは、この2〜3年間に視
察やスキルアップ研修を行いな
がら企画を積み上げてきた。そ

「帰る旅研究会」による

3年目を迎えるプロジェクト

　一般社団法人雪国観光圏と
じゃらんリサーチセンターが協
働で、運営組織「帰る旅研究会」
を立ち上げ、南魚沼市・魚沼
市・津南町等で推進する第２の
ふるさとプロジェクトは今年で
3年目。既存旅行者の需要維持・
拡大以外に「新たな旅行需要」
を開拓し、育てること、そして
観光シーズンの繁閑にとらわれ
ない関係人口による年間需要の
平準化、及びそのスキーム化を
目指す。
　初年度となる令和4年度には

宿泊滞在拠点となる「場」づくり、
関係性を生み育むサークル活動
的な「コト（企画）」づくり、来訪
者と地域との関係性をつなぐ中
心的な人材（関係性クリエイ
ター）やCRM等に取り組み、第２
のふるさとづくりの基盤を造成。
　2年目となる令和5年度には帰
る旅宿泊滞在拠点「さかとケ」
の横展開に成功。「第2、第3のさ
かとケプロジェクト」として複
数の拠点を立ち上げ現在5拠点
が展開されている（Pickup01）。

関係”行動”人口創出

プログラムとは？

Pick up.01
宿手伝い5時間で宿泊費免除「さかとケ」

宿「ryugon」の敷地内で、ひとつ屋根の下、場とお手伝いを通してつながり
が育まれる滞在拠点を目指し通年運営中。

うすることで、プロジェクト
リーダー自身が「なぜこの企画
を自分自身がやりたいか」を明
確にし、背景ストーリーをつま
びらかにすることができるため、
実現性、継続性も上がるという。
　そんな「帰る旅研究会」のメ
ンバーが主体となって「秋山郷
で 古 民 家 再 興クリエイター
CAMP」や「魚沼・DIYゲストハ
ウ ス ク リ エ イ タ ーCAMP」、

「 ツ ー リ ズ ム ク リ エ イ タ ー
CAMP」を企画・運営している。
各リーダー自身のパーパスやビ
ジョンに基づいた企画であるた
め、来訪者に熱量が伝わりやす
いプログラムとなっている。

来訪者が本気で

地域を自分ごと化する

　「秋山郷で古民家再興クリエ
イターCAMP」の主催者、石沢
さんは自治体職員。古民家を地
域交流拠点にし、つながる集落
にしたいという思いから、数年
前、築200年の秋山郷・見倉集
落の一軒の古民家を、自らの資

金で購入。ツアーの来訪者は外
壁の塗装の手伝いや家財道具の
整理なども行う。「地域外の方が
この秋山郷に来て、実際に住ん
でいる方と関わりながら、ぜひ
ここの暮らしについても体感し
てみてほしい」と話す石沢さん。
工事費は自費で賄い、来年度に
は宿泊業・飲食業を行う予定だ
という。
　「ツーリズムクリエイター
CAMP」の主催者は、「帰る旅研
究会」共同代表であり、雪国観
光圏の代表でもある井口さん。
地域と共生しながら、地場の資
産から新たな価値を生み出す経
営視点を学ぶこのワークショッ
プには、20代から60代まで幅広
い層が集まった。
　どのプログラムも、noteやPe
atixで主催者の思いを発信し、
来訪者が地域づくりの一役を担
い、インフォーマルな場と関係
性をベースとした「相互支援」
が生まれていることが特徴的だ。

おかえり、ただいまの関係性を見つけられる

拠点として、「さかとケ」等の「帰る旅 宿泊滞

在拠点」と並び、今年度は新たに「帰る旅 
シェア型拠点」も追加された。

暮らしづくりを実践する
滞在拠点の拡大

つ
く
る

1

帰る旅のサイト以外にも、主催者の思いや

バックグラウンドをnoteで発信。Peatixと
の連動も行い、「関係 “行動”人口創出」への

理解を促進。

noteを活用し、
事前に思いを伝える

つ
た
え
る

2

「さかとケ」以外にも秋山郷古民家を交流拠

点にすることで、来訪者が何度も来ることが

でき、仲間とつながりやすくなる新たな「場」

を創出（現在進行中）。

「帰る旅の交流拠点」を
計画・立ち上げ

つ
な
が
る

3

新潟県南魚沼市ほか 関係“行動”人口創出プログラムCase.04
Pick up.02

帰る旅研究会各々が作る独自のプログラム

毎年1回研修を行い、、必要なスキルを学んだ関係性クリエイター兼プロジェ
クトリーダーが主体となってプログラムを作成。

「地域に何度も通う旅・帰る
旅」で地域を自分ごと化する
関係 “行動” 人口創出プログ
ラム in 雪国観光圏

新潟県南魚沼市ほか／一
般社団法人 雪国観光圏

information.
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［ 新潟県南魚沼市ほか ］

第2のふるさとづくりプロジェクト
ナレッジポイント
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プログラムを造成。地域通貨コ
スモの活用やレンタサイクル利
用の促進にも取り組んだ。
　そして同事業での一番の特徴
と言えるのが「ガイドの育成を
兼ねた関係人口と交流の促進」
だ。ガイドの育成による再来訪
促進を一つの柱として進め、プ
ログラムにもセミガイド研修な
どを加えて、ガイドによる通い
旅の機会を増やすことに成功。4
回以上の来訪は全体で13名、そ
のうち、ガイド（山旅サポーター）
は7名であった。（Pickup01）

　また、ガイド研修にはLNT
（リーブノートレース）の環境倫
理を取り入れ、山の活用と保全

「登山ガイド」ではなく

「山旅サポーター」へ

　日本百名山、安達太良山の麓
に広がる、爽やかな高原の温泉
郷「岳温泉（だけおんせん）」。
安達太良山や吾妻山を訪れる登
山客は決して少なくはないが、
主な来訪者は日帰りの登山を目
的とし、温泉利用宿泊や地域食
などの自然体験を楽しむ割合は
ごくわずかだという。
　また、この国立公園を「守り
ながら売る」ためには、この自
然を観光資源として活用し、守
る人たちの雇用ができる収益を
稼ぎ出すことが課題と考える同
事業。来訪者の意識を「登山」
から山や温泉文化も楽しむ「山
旅」にシフトさせ、またガイド
自身も「登山ガイド」ではなく

「山旅サポーター」への意識の

変革が重要だと考え、第２のふ
るさとづくりを実施している。

ガイドの育成を兼ねた関係

人口と交流の促進

　来訪者のターゲットは大きく
「ハイカー＆温泉好き」「アウト
ドアメーカー&コミュニティ」

「ガイド」の3つに分けられる。
「ハイカー＆温泉好き」に向けて
は、温泉旅、登山の旅と分ける
のではなくそれらが融合した山
旅を提供するために、ボルケー
ノトレイルレース&ツアーや、
親子自然学校、岳温泉通い旅と
いった山好きが入りやすい導入

を一緒に考えるマインドセット
も実施。人材育成への問題意識
を、地域課題にまで広げること
で、ローカルガイドの育成及び
再来訪促進とともに、地域保全
へとつなげるプログラムを造成
することができた。

フレンドリーな「人」と「場」に

よる心理的距離の縮まり

　登山から山旅へ、登山ガイド
から山旅サポーターへの意識改
革を行う中で、来訪者が地域へ
の愛着を深め、再来訪するきっ
かけとなったのはやはり「人」
と「場」。同プロジェクトを推進
する「安達太良・吾妻 自然セン
ター」は、観光情報の提供だけ
でなく、カフェ＆バーが併設さ
れ、交流スペースとしても活用
されている。（Pickup02）またセン
ターに常駐する山旅ガイドには
移住者も多く、山の仕事をしな
がらの週末通い、二拠点居住や
移住定住などの相談にも乗るこ
とができるという。
　多数のプログラムやツアーを

行った中で、再来訪につながっ
た方の動機に「センターの仕事
に興味があり新しい働き方を相
談したい」という声や「ここ（セ
ンター）に行けば誰かに会え
る」という心理的距離の縮まり
があったようだ。観光案内のみ
であれば一度の来訪で関係が終
わることが多いが、観光案内に
加え、“ついでに”地域の情報が
聞けたりガイドと交流できる行
きやすい場として機能すること
で、来訪者の再来訪や通いやす
さにつながっていると考えられ
る。
　次年度以降のネクストステッ
プとして考えているのは受け入
れ側の内部ブランディングと地
域経済効果の拡大だという。第
２のふるさとづくりとしての山
旅は今後地域にとってどのよう
な可能性があるのか、また、稼
げるガイドや地域へのマネタイ
ズのイメージを内部で共有する
ことで、より一層の受け入れ環
境整備を行いたいと考えている。

源泉を知り、温泉を楽しむ山旅トレッキング

や女将による温泉学び旅など、山と温泉を

つなぐ山旅サポーター通い旅のプログラムを

を多数造成。

温泉旅、登山の旅だけでなく
融合した山旅

つ
く
る

1

地域名よりも「火山旅」や「ボルケーノトレイ

ル」と主語を広げることで、より多くのター

ゲットへのリーチを図るとともに、運営側で

の活動内容の共通理解にもつながった。

『Run+Trail』での山旅特集にて
岳温泉を紹介

つ
た
え
る

2

山旅コミュニティ「VOLCANO TRAIL CLUB」
の発足のほか、12月には安達太良・吾妻 自
然センターによる会員制プログラムをスター

ト。より一層の関係深化と自走化を図る。

山旅コミュニティや会員制プログラム
の発足

つ
な
が
る

3

福島県二本松市 登山ではなく山旅へCase.05

Pick up.01
山旅セミガイド
研修

⾃然を活⽤したプログ
ラムにLNT（リーブノー
トレース）の環境倫理を
取り入れ、同事業のテー
マにもつなげた。前半を
座学、後半を野外での
フィールドワーク形式
で実施。

Pick up.02
交流拠点
「安達太良・吾妻 
自然センター」

「歩く東北研究所（運営・企
画）」「お宿 花かんざし（旅館
宿泊業・カフェ飲食業・物
販）」「インアウトバウンド東
北（旅行業）」の３社が共同
運営。「山旅」のサービス拠
点として充実を図っている。

山でつながる山旅サポーター
通い旅

福島県二本松市／一般社
団法人岳温泉観光協会

information.
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［ 福島県二本松市 ］

第2のふるさとづくりプロジェクト
ナレッジポイント
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定して募集を開始。プログラム
のガイダンスを担当する立教大
学・奇二准教授による発信や個
人的なSNS等ペイドメディアを
利用せず関係者のクチコミによ
る告知で集客をした。信頼性の
高い人物からのクチコミだった
ため、参加者の質が高くなり、
関係人口の増加をゴールとする
生坂村が思い描くターゲットと
合致した。

「目指すべき共通のゴール」

のチューニング

　同プログラムに参加する来訪
者たちが、継続的に生坂村を訪
問し、ファンとなるには何が必
要なのかを明らかにするための
ターゲットインタビューを都度
行い、ターゲットニーズの分析、
ゴールの再設定を行ったことも

自治体と企業が

コンソーシアム形式で協力

　「ネイチャーポジティブと何
度も訪れたくなるふるさとづく
り」をテーマに、長野県生坂村
のいくさか『創造の森』を舞台
としたリジェネラティブ・ツー
リズムを創出した同事業。生物
多様性についての学びを深めて
もらう全6回の連続講座「旅す
るいきもの大学校」ツアーを実
施し、参加者は最終回に生坂村
公式自然研究員として認定され
る。（Pickup01）

　同事業は生坂村と株式会社松
本山雅、クラブツーリズム、株

式会社フューチャーセッション
ズ、合同会社HiTTiSYO、株式会
社大広の5つの企業がコンソー
シアム形式で協力して進めてお
り、生坂村をホームタウンとす
るJリーグサッカーチーム株式
会社松本山雅からもガイド候補
生が参加している。

関係者のクチコミによる

告知で集客

　メインビジュアルとなる「旅
するいきもの大学校」のラン
ディングページを6月早々に
オープンさせ、4回来訪10名と
いう目標に対し、最大20名を想

好事例につながった一つの要因
と言える。参加者の中には研究
者などもいるため、ブランディ
ング的には「生物多様性のエン
タメ化」を行いつつも、目指す
べき共通のゴールは生物多様性
に寄与し、それらの活動が可視
化された状態とすることが求め
られているとし、第1期生の
ミッションを30by30のアライ
アンスに参加登録を行い令和7
年度後期の「自然共生サイト」
登録を目指すこととした。プロ
グラムも途中から、自然を楽し
むアクティビティ班と自然共生
サイト認証を目指す専門的な学
びの2班に分けるなど、参加者
のニーズに合わせたプログラム
のチューニングを都度行い、満
足度や継続率につなげた。（Pick

up02）

認定研究員への

継続活躍の場の提供

　最終回には認定式を行い、認
定証や名刺代わりとなるカード
型IDを付与するほか、プログラ

ム終了後も継続して村に携われ
る機会を創出予定。定点観測が
可能なビオトープの設置や次年
度以降は今年度の参加者が地域
のガイドとなり、プログラムを
主導できるよう村がサポートを
行うなど継続した活躍の場の提
供や居場所づくりを推進する。

自走化のための

企業視察の受入

　同事業では、自走化のために
も、早々に企業視察の受け入れ
を検討・実施。地域貢献やウェ
ルビーイング向上につながる

「生物多様性保全型」企業の社
員研修・福利厚生の提案として、
7月には虎ノ門ヒルズ・ARCH
にて企業向けピッチイベントを
開催し、総勢72名が参加、7社
の来訪につながった。

リジェネラティブ・ツーリズムとは旅行先をより

よくして帰る再生型観光。いくさか『創造の森』

を舞台に村内の生物多様性について学び、地

域との関係性を深める新しい旅を創出した。

地域との深度を深める
リジェネラティブ・ツーリズム

つ
く
る

1

生坂村公式自然研究員として認定をするこ

とで参加者には地域の魅力を伝えるという

役割ができ、来期以降も一緒に里山づくり

に取り組むモチベーションにもつながる。

認定することで参加者に
役割を与える

つ
た
え
る

2

定点観測が可能な竹ステーションの設置や、

成果報告会の実施、そして次年度以降、地

域のガイドとしてプログラムを主導できるよう

サポート体制を構築。

継続した観測と活躍の場の提供

つ
な
が
る

3

長野県生坂村 コミュニティ型リジェネラティブ・ツーリズムCase.06

Pick up.01
村公認の「自然
研究員（リサーチ
フェロー）」

第6回目の最終回として
生坂村自然研究員の認定
式が行われた。その様子
は新聞社2社、テレビ局1
社にも取り上げられた。

「自然再生で村おこし」ともに
学び育てる生坂村リジェネラ
ティブ・ツーリズム

長野県生坂村／
生坂村

information.
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［ 長野県生坂村 ］

第2のふるさとづくりプロジェクト
ナレッジポイント

Pick up.02
生物多様性に
寄与する
プログラム

村内に既にいるネイ
チャーガイドが中心
となって、初年度は
立教大学・奇二正彦
氏に倣ってガイドの
手法を学んだ。
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Case.07

Case.08 Case.10

旅」を開催。ファッションキュ
レーター宮浦晋哉氏と共に信達
地方に残る養蚕と織物の文化に
触れるだけでなく、現地の事業
者を訪問することで様々な素材
に触れ、創作意欲を掻き立てる
時間を提供。ファッション関連
の学生や社会人まで国内から多
様な方々が集うツアーとなった。
　一方、都内近郊のタワーマン
ション居住者向けのツアー造成
を行ったものの、交通課題や集
客日数の少なさ等の要因で申し
込みにつながらなかったツアー
もあった。来訪条件に合わせた
ターゲットの設定や、居住地内
での交流からツアー参加につな
げる仕掛けづくりの必要性への
気づきがあった。

ファッションキュレーターと

巡る旅

　来訪者が信達地方に残る養蚕
と織物の歴史を学び、昔ながら
の手仕事を文化として残してい
く活動に一緒に取り組むプログ
ラムを創出した同事業。背景に
は、かつて地域の経済を支えた

養蚕と織物産業の衰退とともに
文化まで失われようとしている
という状況があった。このこと
から文化継承に交流人口も交え
て取り組む仕組みの構築が求め
られてた。3年目となる本年度
は、新たな切り口として9月に

「ファッションキュレーターと
巡るふくしまシルクロードの

福島県福島市ほか 養蚕と織物を学ぶ交流プログラム
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information.

信達地方の蚕の糸が結ぶ文
化と人〜シルクロードが導く
再来訪の仕組みづくり〜

福島市フルーツラインエリ
ア観光推進協議会

型のコンテンツの磨き上げとし
て、自然環境への関心が高い層
やふるさとを持たない若年層等
にターゲットを絞りプログラム
を造成し、遊休農地の再生を通
じたそばの栽培やスポーツイベ
ントを実施した。また、古民家
の農福連携拠点「あるきだす」
を有機的に結びつけ、交流拠点
とし、交通課題に関しては、ラ
イドシェアタクシーを導入。ま
た昨年度より続く、リピーター
向け会員組織「らんらん走井’
ｓ」の運営を継続。結果4回以上
の来訪者が約20人生まれ、交流
人口・関係人口拡大と地域の活
性化への更なるつながりを創出
した。

地元密着型のコンテンツを

磨き上げる

　栗東市は、京都・大津にアク
セスが良く、北部は市街化が進
んでいるが、南部の山村エリア
は少子高齢化や遊休農地の増加、
駅からの二次交通の不足等の課
題がある。令和5年度において

は田植えや稲刈りなどの農業体
験、左義長などの伝統行事の体
験事業や地元密着型のコンテン
ツを実施。来訪者と栗東市の走
井地域との関係性を深め、一度
訪れた後も走井地域への関心を
継続できる仕組みづくりを行っ
た。
　今年度においては、地元密着

滋賀県栗東市 「ふるさとへの里帰り」の疑似体験
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information.

山と里とともに生きる奥金勝
（おくこんぜ）「ファザーフォレ
ストライフ」構築実証事業

一般社団法人栗東市観
光協会

Case.09

流、上川大雪酒造での酒造り体
験などを通し、上川町への来訪
促進を行った。
　課題には同事業の目的や理念
を現地の人と共有する地域の合
意形成と、集客可能性のある
ターゲットに対するプラン日程
の作成と広報戦略が上がった。
推進する体制づくりを構築した
上で、地域として目指す姿はど
ういったものなのか等、共通認
識のすり合わせが、第２のふる
さとづくりプロジェクトとして
は重要な第一ステップとなるこ
とがわかった。

大学・地方・来訪者ニーズを

結びつける

　シニア世代のリスキリング
ニーズの増加を背景に、セカン
ドキャリア構築に興味のある層
を対象とし、「観光」を機会に
キャリアアップ支援を行い、ス
キルや資格を手に入れるという

関係人口づくりの新しい入口の
提供を試みた同事業。
　学びを提供する資産を保有す
る地方大学と関係人口を増やし
たい地方各所と来訪者ニーズを
結びつけるという新たな旅のか
たちを模索したが、ツアーの造
成・販売に課題がありプランの
見直しを実施。上川高校での交

北海道上川町 「観光」を機会にキャリアアップ支援

information.
株式会社読売広告社

先駆者や大学教授から「地方で
の起業」を学ぶことで、移住課
題である収益確保の術を身に
着ける観光プログラム〜複数来
訪をきっかけに“自分が暮らす、
我が上川町”を創り出す〜
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　2年目となる今年度は一次産
業活性化をテーマに、前年度の
参加で新温泉町のファンになっ
た方が地域活性化の企画側にま
わり、地域とタッグを組むプロ
グラムを創出。地域内外の人と
ともに産品を企画・販売したり、
市外でのPRなどを行った。また、
同事業の特徴である「新温泉町
たんけんパス」の継続販売のほ
か、交通課題の更なる解消に向
け、湯村温泉〜大阪線の臨時便

「ふるさとWeekend便」を増便。
土曜日の朝に大阪を出発し、日
曜日の午後に新温泉町を出発す
るという臨時便を月に1回クエ
スト開催日に合わせて運行。期
間中に多くの方が利用し好評で
あった。

バスのサブスクプラン＋αで

通いやすく

　令和5年度、新温泉町を第3の
親戚がいる町とし、親戚の困り
ごとや地域課題を解決すること
で、自分自身の学び直しやリス
キリングにつなげる「しんせき
学び旅プログラム（ローカルク

エスト in 新温泉町）」を創出し
た。地域課題解決に取り組む活
動を「クエスト」としてプログ
ラム造成を行うとともに、地方
部への移動に関する負担につい
て、バスのサブスクプラン「新
温泉町たんけんパス」の実証販
売を行い、通いやすさを担保に
再来訪の効果性を検証した。

兵庫県新温泉町 バスのサブスクプランで再来訪
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information.

新温泉町のファンが、次なる
ファンを創出していくための
「新温泉町ローカルクエスト 
vol.2」

全但バス株式会社
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Case.11

Case.12

れることに対する祭り関係者側
の意識の改革と、自走化。その
ため、メインプログラムとなる
12月2・3日の「秩父夜祭本番・
屋台奉曳」に向け、屋台町会の
一つ「本町会」を受け入れ先と
した年間プログラムを創出。木
札と酒升の焼き印作業など祭り
と祭りの準備を含めた交流を
行った。また、今年度は複数回
申込プランを強調して販売した
が、4ヵ月の間に4回、1泊以上
の予定と費用を確保することは
ハードルが高かったようだ。複
数回にわたるプログラムに来訪
してもらうには、いかに1回目
を参加しやすいプラン設定とし、
需要のあるターゲット層にリー
チするかが課題となった。

今年度の課題は

受け入れ先の意識改革

　年間365日中、300日以上「祭
り」が開催されている、全国で
も稀有な地域である秩父。一方
で、少子高齢化などにより、担
い手や参加者不足で継続が厳し
い状況におかれている祭りも増

えており、祭り＝コミュニティ
の継続という地域課題がある。

「秩父地域祭り文化の保全・継
承」と「再来訪へとつながる来
訪者とのコミュニティ形成」を
目的とし、今年度で3年目を迎
える。今年度特に意識したポイ
ントは、昨年度の残課題であっ
た地域外からの来訪者を受け入

埼玉県秩父市 「祭り」をハブにしたコミュニティづくり
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information.

年間300日以上祭りを開催！
地域の象徴「祭り」をハブにコ
ミュニティをつなぐプロジェク
ト

一般社団法人秩父地域
おもてなし観光公社

るなど、来訪者との接点づくり
にも尽力。8月には来訪者目線
で何度も足を運びたくなる場所
をアピールした動画をリリース
した。
　事業期間内に6回のプログラ
ムを造成・実施し、初来訪者の
増加及び受入側の関係者との連
携体制は強化されてきた一方、
来訪意欲があるがスケジュール
が合わない等の問題があり4回
以上の来訪者は生まれなかった。
今後は、洞爺湖地域に再来訪す
る動機づけのために、ビジョン
の共有会や、関係者同士がコ
ミュニケーションを深めること
ができるような機会や場の設定
も検討している。

来訪者とともに

未完成の森と未来を創る

　北海道の南西部に位置する洞
爺湖に面するトーヤの森。この
森を舞台に、旅行だけでは味わ
えない森の魅力に触れ、森への
理解を深める「できあがってい
く旅」というプログラムを創出

した。森を楽しむだけでなく、
暮らしや関わり方、環境保全の
メッセージを共有するプログラ
ムとなっていることから来訪者
とのビジョン共有方法が課題に
あがっていた。各ツアーの旅マ
エにオンライン交流として、イ
ンスタライブを実施したり、
メッセージ動画をSNSで配信す

北海道洞爺湖町 森を知り、仲間になるプログラム
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information.

人をつなぎ未来を創造する
「トーヤの森」プロジェクト

株式会社渡辺梱包企画

集客・販売・PRについての困りごと&POINT
モニターツアーの集客・販売・PR方法について、想定通りいかなかった点や課題に挙がった例を

いくつか紹介します。今後、第2のふるさとづくりを行う地域にとって、参考になれば幸いです。

初回プログラムを早期に設定した

ため、募集期間が約2週間と大変

短く、集客が困難となった。

例.01

プログラムの日程を作成する場

合は、集客及びPRに必要な期

間も考慮して設計をする必要が

ある。

Point

プログラムの年間日程を決めてい

なかったため、提供側の負担に

なってしまった。

例.02

開催日程が固定された「イベン

ト型の企画」を運営することや

事前に年間計画を地域で共有し

ておくことが必要である。

Point

ターゲット層が曖昧であったり、

ターゲットニーズに合わないツアー

の告知を行ってしまった。

例.03

ターゲットごとのアプローチ方

法の選定（SNS、Peatix、学校

向けPR、企業説明会、旅行会社

経由の販売等）と、事前の広報

戦略が重要である。

Point

都内から飛行機を使用するとい

う想定プランがあったが、金額が

ネックになり、集客が難しかった。

例.04

ツアー造成時、旅費が来訪者に

とって妥当かどうかを既存の取

組の実績などをもとに、検討す

ることが大切である。

Point

複数回申込プランを強調して販売

したが、1度だけでも参加したい方

に対するハードルを上げてしまった。

例.05

プログラムのバリエーションや、

一度だけ申し込みしてみたいと

いう方に対しての心理的なハー

ドルを下げるどのような工夫が

あるかを検討する。

Point

各事業者がそれぞれ持っているコ

ミュニティへPRを行ったが、母集

団への呼びかけが必要だった。

例.06

すでにあるコミュニティを活用す

るためにも、本事業以外でも地

域に訪れる方へのコミュニティ

加入の促進を継続し、徐々に母

数を増やしていく必要がある。

Point

平日実施の場合、会社員だと仕事

を休んで参加する必要があり、継

続した複数回来訪が難しかった。

例.07

プランの日程を金〜日に変更し

たり、一泊二日のライトプログラ

ムを設定するなどの工夫がある

と良いかもしれない。

Point

全体を管理する名簿等の作成が

後発となり、再来訪へつながる販

売やアプローチの初速が遅れた。

例.08

早期に名簿作成をすることで来

訪者へのアプローチを容易にす

るだけでなく、SNSコミュニティづ

くりなどを通した旅アトコミュニ

ケーションが大切である。

Point

旅行会社内のメルマガで募集を試

みたが、ルールに抵触し、急遽告知

場所の変更を行った。

例.09

旅行業法に基づくルールや登録

要件などを事前に把握しておく、

もしくは旅行業に詳しい企業や

DMOとの連携が必要となる。

Point
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柴田さん（29）
広告代理店勤務／東京都在住

いくさか『創造の森』を舞台に開催された「旅する
いきもの大学校」全6回のプログラムは、ゼロカー
ボンビレッジを掲げる長野県生坂村で始めるリ
ジェネラティブ・ツーリズム。本プログラムの第1
回目から参加した柴田さんに来訪・再来訪動機を
伺った。

＠長野県生坂村

モニター参加者.01

池口さん（29）
カメラマン／愛媛県松山市在住

「地域の文化を未来へとつなぐ」という観光まちづ
くり理念を掲げる大洲市。大正9年に開業し、地元
の人たちに愛されながらも2022年に閉業した「よ
しの湯」で当時の常連さんも交えて、再開発をする
ならどんなことが考えられるかなどを話すイベン
トが開催された。同イベントに参加された池口さん
に来訪の動機を伺った。

＠愛媛県大洲市

モニター参加者.02 Voice

結婚を機に埼玉県から愛媛県松山市に移住しました。大洲の知
り合いから「大洲カンパニー」を紹介いただき、その中で今回の
文化財活用プログラムを知りました。

大洲はいくたびに「会話が増える」まち。お店の人とはもちろん、
来訪者同士でも「大洲何回目ですか～？」って話せる。まち全体
が歓迎してくれていて、自然と馴染める雰囲気があります。

「おおず夜まで迂回バル」や「アートイベント」など地域全体が
盛り上げているおもしろいイベントが多いのと、ご縁があってカ
メラマンとしても月に1回ほど行っています。

いろんな体験プログラムがありましたが、地元に愛されつつ閉業
した銭湯が舞台になっているというプログラムが「サステナブル
シティの大洲らしいな」と思ったのが参加の動機です。

いくたび（再来訪をするたび）に深まったもの 

同プログラムを知ったきっかけ 

参加の動機 

再来訪の動機 

Voice

企業プログラムの一環で知ったことがきっかけです。もともと生
き物が好きということもあり「ネイチャーポジティブと何度も訪
れたくなるふるさとづくり」という企画にワクワクしました。

参加者の皆さんが生き物に詳しくてびっくりしました！ 「生き物
が好き」というだけで、こんなにも会話ができるのかと。来るた
びに新しい発見と交流、つながりができて嬉しかったです。

当初から4回のプログラムと聞いており、再来訪をしていました。
土日が多く翌日は仕事のことも多いのですが、来るたびに生坂村
が好きになり、プライベートでも森の散策に訪れました（笑）

山形県出身で、現在は東京に住んでいます。いくさか『創造の
森』という里山を舞台に、生物多様性や自然再生の先にある新し
い里山の姿を見ることが楽しみになりました。

いくたび（再来訪をするたび）に深まったもの 

同プログラムを知ったきっかけ 

参加の動機 

再来訪の動機 

P14-15

P20-21

モニターツアー
参 加 者 の声

令和6年度実施のプログラム参加者へ

インタビュー

今年度の第２のふるさとづくりプロジェクトモデル実証事
業で実施したモニターツアーに参加された来訪者の皆さん
へ、プログラムを知ったきっかけや参加の動機、いくたび

（再来訪するたび）に深まったものなどをお伺いしました。
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西田さん（20）
大学生／大阪府在住

来訪者が「地域の一員」として町への貢献・役割
を生み出すプログラムを造成した琴平町。「学生
向けインターンプログラム」では、仕事やお手伝
いを通して地域貢献や交流機会を提供している。
同プログラムに参加し、昨年度から数えると10回
以上の来訪をしているという西田さんにお話を
伺った。

＠香川県琴平町

モニター参加者.06 Voice

大学生のうちにいろいろな仲間と出会いたいと思い、「旅」を軸
にしたウェブメディアTABIPPO学生支部に加入。そこで、琴平
のプログラムを知りました。

小さな町だからこそ、どんどんつながりも深くなっていくし、行
くたびに、年代も関係なくおもしろい人たちと出会えます。「おか
えり〜」って言ってもらえる関係性がとても心地いいですね。

令和6年度は7、8回来訪したのですが、「麻心」というお店のマス
ターの人柄に大変惹かれ、マスターに会いに行くことが一番の
動機になっていました。町自体ももちろん大好きです。

TABIPPO学生支部のメンバーが「琴平いいところだよ。行った
ほうがいいよ〜！」と勧められ、「何がそんなにいいんだろう？」
と気になって、自分でも体験したくなり参加しました。

いくたび（再来訪をするたび）に深まったもの 

同プログラムを知ったきっかけ 

参加の動機 

再来訪の動機 

藤井さん（22）
大学生／富山県在住

「彫刻師の町」として知られる富山県南砺市井波。
そんな井波が誇る国の伝統工芸「井波彫刻」の学
びを入り口としたつくる人をつくる in 「井波彫刻
塾」プログラム。SNSをきっかけにこのプログラ
ムを知り、歴史や文化も学ぶDX（デラックス）
コースに参加した藤井さんにお話を伺った。

＠富山県南砺市

モニター参加者.04 Voice

もともと地方創生の取組に興味があり、ジソウラボさんのSNS
をフォローしていました。そのSNSで今回のプログラムを知り
ました。

井波には一人でも行けるけど、皆さんと一緒に参加するからこそ
違う視点を教えてもらえたんです。そして、学びを深めるうちに
点が線になり、自然と人が循環していることを体感できました。

4回来訪しましたが、2回目に焚き火を囲いながら、みんなで本音
で話す機会があって。それを機に、事務局や参加者同志の距離が
縮まって、「みんなに会う」ことも目的に加わりました。

観光視点でのまちづくりを学びたくて、井波彫刻や歴史も勉強
できるDXコースに参加しました。歴史をつなぐことの大切さや、

「暮らしやすくなるための」まちづくりへの発見もありました。

いくたび（再来訪をするたび）に深まったもの 

同プログラムを知ったきっかけ 

参加の動機 

再来訪の動機 

荻原さん（54）
会社員／東京都在住

「帰る旅地域クリエイターズCAMP2024」と題した
今年度のプログラム。地域に一歩踏み込んで「地方
部で働いてみた自分」に没入できるような、地域で
の活動を自分ごと化していくプログラムが数種類
提供されました。7年ほど前に南魚沼と出会い都内
で働きながら、月1回程度、新潟県南魚沼市へ来て
いる関係人口の荻原さんにお話をお伺いしました。

＠新潟県南魚沼町

モニター参加者.05 Voice

令和元年にこの地域で開催されたアイディアソンに参加した際、
主催者の井口さんを紹介されたことがきっかけでした。その出会
いが私とこの地域との深い関わりの始まりでした。

地域の方々との交流が深まり、何かお手伝いをすることで自分の
居場所ができたと感じています。 帰るたびにお互いに近況を語
り合えるような、リラックスできる環境が生まれました。

地域の方々との交流を通じて、地域への興味関心が広がりまし
た。また、この地域の四季折々のカラーが自分にとって心地よい
と感じるようになり、再び訪れる意欲が湧いてきました。

以前から週末だけで、どこかの地域で何かお手伝いをさせても
らいながら、趣味であるスキーを地域の人と一緒に楽しめるよう
なことを実現したいと思っていたため、参加してみました。

いくたび（再来訪をするたび）に深まったもの 

同プログラムを知ったきっかけ 

参加の動機 

再来訪の動機 

折原さんファミリー
北海道在住

北海道の南西部に位置する洞爺湖に面するトーヤ
の森。この森を舞台に、旅行だけでは味わえない
森の魅力に触れ、森への理解を深める「できあ
がっていく旅」というプログラムが行われた。10
月に行われたプログラムに親子で参加した折原さ
んファミリーにお話を伺った。

＠北海道洞爺湖町

モニター参加者.03 Voice

洞爺湖の自然に魅力を感じ、数年前に移住。環境に配慮しながら
人と森をつなぐトーヤの森の活動に興味があり、Instagramを
フォローしていたところ、今回のプログラムを知りました。

初めは「気軽さ」からスタートしましたが、行くたびに関わる方
々の魅力に触れ、再来訪したくなりました。歓迎してくれる心地
よさと「ここに来ても大丈夫」という安心感が生まれました。

自然がきれいなことに加えて、関わっている方々の素晴らしさと
魅力が一番です。森の楽しさを教えてくれて、一緒に冒険に連れ
て行ってくれる。そんな仲間に入れて嬉しかったです。

季節ごとの森の様子や遊び方の違いも体験したく、夏と冬と2回
参加。子どもが何かを発見するとみんなが「いいね！それ！」と
共感してくれて。子どももまた行きたい！と言っていました。

いくたび（再来訪をするたび）に深まったもの 

同プログラムを知ったきっかけ 

参加の動機 

再来訪の動機 P16_17

P10_11P12_13

P24
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来訪への期待と再来訪動機 今年度のプログラムに参加した皆さんの、期待や再来訪をする

きっかけとなった動機をお伺いしました。

令和6年度採択実証事業者12地域にて実施したモニターツアー参加者に対
して行ったアンケート調査結果を紹介します。

インターネット調査

調査方法

【事前アンケート】　2024年9月10日（火）〜12月27日（金）

【事後アンケート】　2024年12月27日（金）〜2025年2月3日（月）

実施時期

12地域の各プログラムへの申込者　有効回収数　計261名

調査対象

【事前アンケート】　173名
【事後アンケート】　145名 （うち57名は事前・事後アンケートの両方に回答）

回収数内訳

モニターツアー参加者
アンケート調査結果

参照：第10回「第2のふるさとづくりプロジェクト」に関する有識者会議資料 

今回のモニターツアーの参加にあたって期待したこと （回答上位8項目抜粋）

地域と交流することで、なにか新しいことを
学んだり、体験したい　

自然や景色、普段とは違う食事を楽しみたい

地域づくりやイベントなどの手伝いをしたい

自分の経験やスキルを活かして、地域の課題解決
等に少しでも貢献したい

新しい知識や経験を得たい

地域課題の解決など地域のためになることがしたい

地域の人と交流したい

何度も通える第2の拠点をつくりたい

56.1%

49.1%

34.7%

27.7%

43.4%

30.1%

38.7%

28.9%

参加の動機としては「地域と交流することで、なにか新しいことを学んだり、体験したい」がトップ。学び・経験を期待して参加している。

Point

2回以上の来訪（再来訪）に至った理由（回答上位8項目抜粋）

プログラムの内容が面白かったから

地域の食が美味しくて気に入ったから

自分の学びや成長につながる
実感があったから

地域課題の解決に役立てている実感があったから

地域の自然や雰囲気を気に入ったから

地域にもう一度会いたい人ができたから

すべてのプログラム内容を体験したかったから

地域に受け入れてもらえたと感じたから

67.5%

47.8%

27.4%

18.6%

45.1%

24.8%

34.5%

21.2%

再来訪につながった理由は「プログラム内容が面白かったから」が最大の理由。体験・学びに加えて、地域の自然や雰囲気を楽し

めたり、地元の人との交流、参加者同士の交流といった要素が、「面白かった」や「また行きたい」という気持ちにつながっている。

Point

・地域の方を初め、事務局の方々がとても親切に対応してくださり、 第2の故郷のように感じたため。（埼玉県在住／19歳男性）
・とても勉強になり将来的にガイド業を行うのにプラスになると思った。（福島県在住／53歳男性）
・宿泊した際に食べた料理を参加者全員で囲んで食べる時間が楽しく て幸せだったことが一番大きな理由です。（東京都在住／27歳女性）
・ 四季折々の楽しめるコンテンツが違っており、楽しみ方のバリエーションがあるため通いたくなりました（福島県在住／39歳女性）

2回以上この地域に訪れることを決めた理由や気持ち（抜粋）
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離脱に対するリカバリーポイント
期間中に複数回来訪を促すプログラムを創出した地域が多かったが、参加者の中には仕事や体調不良、家庭の事情などによる欠席や

中断した方もいました。一方で、仕事の忙しさや移動の負担感などが原因で欠席や途中辞退を考えることがあったものの、楽しみが上

回ったことでリカバリーにつながったという結果も見えました。

参加後の来訪意向の変化
来訪後に地域への興味関心や再来訪への意向がどう変化したかをお伺いしました。

リカバリーできた要因

事務局の対応（次回案内の連絡や受け入れ姿勢など）、参加者同士の交流（チャット等）や食の魅力もモチベーションダウン

をリカバリーできた要因としては重要な役割を果たしていました。リカバリー要因の一例と参加者の声を紹介します。

「仕事が詰まっていた時期、正直参加を
悩んだ瞬間もありましたが、プログラム

の結末が見たかったので、仕事は移動
時間にやる、と気合いを入れて乗り切り
ました」

プログラムの魅力

Voice.01

「ちょうど冬になり、スタッドレスタイ
ヤの準備が遅れてしまい、来訪時どうし
ようかと思いましたが、雪景色も見て

みたいと思い、参加を継続しました」

景色

Voice.02

「行くことの労力を考えると、欠席も頭
によぎらなかったかと言うと嘘になり
ますが、予定の日程が来たら行きたい・
楽しみの気持ちに切り替わっていまし
た」

プログラムの魅力 事務局の対応

Voice.03

「仕事の繁忙期とかぶる時期は、体力的に
辛かったが、おいしい食べ物が待ってい
ることと、事務局の方や参加者と話す

ことが楽しみだったので、参加しました」

参加者同士の交流

食事 事務局の対応

Voice.04

「物理的な距離や移動時間を考えると、
気持ちが乗らないこともあったが、地域
の皆さんや、参加者の皆さんとのLINE
でのやり取りがあり、お互いに楽しみや
目標を共有でき、継続できました」

事務局の対応 参加者同士の交流

Voice.05

「子どもが行きたくないと言い出してし
まい、モチベーションを保つのが大変で
したが、おいしい食べ物やLINEでイベ

ントの告知をしていただいたことで、な
んとか連れて行くことができました。」

食事 事務局の対応

Voice.06

 『二拠点・多拠点生活』への関心や意欲が、「以前よりも関心・意欲が高まった」と「少し関心・意欲を持つようになった」がそれ

ぞれ41.4%で、合わせて8割割以上が関心・意欲が高まったと回答。 本プログラムが二拠点・多拠点生活への意欲向上に寄与

したことが確認できた。

Point

今回のプログラムに参加したことで、継続的な来訪意向を持った人は87.6%だった。

Point

今回のプログラムに参加して、この地域に継続的に訪れたいと思うようになりましたか？

あなたは、今回のプログラムに参加して、『二拠点・多拠点生活』への関心や意欲は変化しましたか？

以前よりも関心・意欲が高まった　　 41.4%

あまり関心はない 15.2%

全く関心はない 0%

その他 2.1%

少し関心・意欲を持つようになった　 41.4%

ややそう思う 　 

そう思う 62.1%

どちらともいえない 11.0%

そう思わない 0%

25.5%

あまりそう思わない 1.4%

初回プログラム実施月以降に地域を訪れた回数

「4回以上」来訪した人は51%

4回
13.8%

3回
11.0%

2回
15.9%

1回
15.9%

その他 6.2%

5回以上
38.2%

「4回以上」来訪を意識していた参加者の1/3が
途中離脱を意識したことがある

36.7％

特になかった
63.3%

少しはあった
22.4%

あった
14.3%

途中で「次回以降、行くのをやめようかな」
「今回は休もうかな」など、気持ちが乗らなったこと
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まちが わたしが 育つ旅。

produced by

じっくりと　育ててみる。

ゆっくりと　観察してみる。

しっかりと　学んでみる。

同じまちに何度も行くことで生まれる

ゆたかであたらしい旅の体験、それがいくたび。

行くたびに、

新しい発見をする。

行くたびに、

親しいものが増えていく。

行くたびに、

人がまちが元気になっていく。

見るもの食べるもの触れあうもの

すべては大切なものへと変わり、

そのまちはあなたにとって第２のふるさとになってゆく。

さぁ、退屈ないつもから少し離れて、

新しい場所と自分に会いに行こう。「第2のふるさとづくり
プロジェクト」
に関する有識者会議

本プロジェクトの取組の方向性や具体
的な取組内容について検討を行うため、
有識者会議を開催しています。

第2のふるさとづくり
推進ネットワーク
登録申請フォーム

本プロジェクトに関心のある地方公共団
体、観光地域づくり法人（ＤＭＯ）、民間事
業者等による情報交換の場として「第２の
ふるさとづくり推進ネットワーク」を開設。
登録は申請フォームよりお願いします。

「第2のふるさとづくり
プロジェクト」公式
Instagramアカウント

本プロジェクトを広く知っていただく
ことを目的に、「まちが、わたしが、育つ
旅。いくたび」をテーマに、各地での魅
力的な旅のプログラム等を紹介してい
ます。

第2のふるさとづくりプロジェクトに関する情報を公開しております。ご参照ください。

観光庁観光地域振興部
観光資源課 発行年月：2025年3月

E-MAIL：hqt-okaeri@ki.mlit.go.jp URL：https://www.mlit.go.jp/kankocho/

I n f o r m a t i o n

地域との繋がりに着目した新たな旅のスタイル

これまでの旅とは異なる「何度も地域に通う旅、帰る旅」。継続的かつ多頻度での来訪を促進する

旅のスタイルや再来訪に向けた第２のふるさとづくりの取組が推進されることを期待します。
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